
生活科における教科横断的な指導を生かした 

表現活動の研究 

―生活科と図画工作科との関連に焦点を当てて― 
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本研究では、生活科の授業構想において、子どもの思いや願いを学びの出発

点とし、図画工作科などと教科横断的な指導を生かすことで、豊かに表現する

ことにつながることや子どもが思わず「表現したい」「誰かに伝えたい」と思え

るような表現活動を行うためには地域の人との繰り返しの関わりが必要である

という仮説を立証するため、3つの手立てを立て、実践を行った。 

本研究から、子どもは体験活動から学んでいるため、子どもの中で生活科や

図画工作科といった教科に区切りをつけながら学んでいるわけではなく、教科

の枠にとらわれず学びを進めていることが明らかとなった。また、繰り返しの

体験活動が体験の質を向上させ、豊かな表現活動につながることも明らかとな

った。さらに、子どもの学びたい、知りたいという思いや願いに地域の人も思

いを還してくれることで、子どものさらなる強い思いや願いを生み、高い表現

活動につながることも明らかになった。 

今後も思いや願いを子どもから引き出し、発達段階における豊かな表現活動

の在り方について研究を続けていきたい。 

 


